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小学校外国語活動におけるタイムリーな題材の選択と自己決定の場の工夫
Ⅰ . はじめに
1.1 新学習指導要領による新たな動き
平成 32 年度からの新学習指導要領の実施に伴い、小
学校英語の教科化が決まった。年間授業時数について
は、「外国語活動は、年間 35 単位時間程度、外国語は年
間 70 単位時間程度の設定である」（文科省、2017）とあ
る。つまり、全面実施の平成 32 年度には、小学校高学
年が年間 70 コマに倍増し、中学年は年間 35 コマを新た
に実施することになる。こうした授業時数の拡大は、新
学習指導要領に向けた移行期の変更点の一つと言える。
こうした新たな動きに対応し、今後文科省から「小学
校の新たな外国語教育における新教材（３～６年生用）」
が各学校に配布される予定である。文科省の年間指導計
画例案を見ると、「夏休みの思い出」「オリンピック・パ
ラリンピック」（６年生用）等、児童にとってタイムリー
で興味・関心の高まる題材を用いた単元が組み込まれて
いる。児童が題材をもとに発話への意欲を高めながら、
英語によるコミュニケーションを楽しむことを大切にし
ていると捉える。
1.2 コミュニケーションを大切に
新学習指導要領によると、中学年の「外国語活動」で
は『聞くこと』『話すこと（発表）』『話すこと（やりと
り）』の三つを言語活動として扱い、高学年の「外国語」
では、それら三つに『読むこと』『書くこと』を加えた
計五つを言語活動として扱うことになる。一見、中学年
から高学年へと言語活動の幅が広がり、授業内容も大き
く変わるように思える。しかし、「外国語活動」と「外
国語」のいずれの目標も「それらの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る素地（基礎）となる資質・能
力を育成することを目指す」（文科省、2017）と記載さ
れていることから、これまでと同様、小学校では英語に
よるコミュニケーションの楽しさを大切にしていくこと
に変わりはないだろう。
児童のコミュニケーションへの意欲を高める手立てに
ついて実践を重ねた結果、「タイムリーな題材の選択」と
「自己決定の場の工夫」が発話意欲を高める上で有効なの
ではないかと考えた。本実践をもとに検証したい。
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摘要
平成23年に小学校高学年での外国語活動が導入されてから、今年度で７年目となる。これまで、文部科学省が発行
した外国語活動教材 “Hi, friends ！”を生かしながら、児童の興味・関心の高まる題材を新たに開発して授業実践を
重ねてきた。
本研究の目的は、「タイムリーな題材の選択」と「自己決定の場の工夫」が発話への意欲の高まりにつながるのか
を検証することである。児童の振り返りカードのコメント、実際の会話の内容や活動の様子、共起ネットワークによ
る児童のコメントの分析結果から、「英語表現や素材への興味・関心」「気付き」「相手意識」等が発話への意欲を示
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Ⅱ．目的	 	
研究の目的は、「タイムリーな題材の選択」と「自己
決定の場の工夫」が発話への意欲の高まりにつながるの
かについて検証することである。「タイムリーな題材」
とは、話題性があり、児童の発達段階や実態に合い、児
童の興味・関心の高まる題材とする。そうしたタイムリー
な題材を用いて、伝えたい内容を児童が自己決定するこ
とが、相手に伝える必要感やコミュニケーションへの意
欲の高まりにつながることを、授業実践から検証する。
Ⅲ . 方法
3.1 対象児童
本実践は、2015 年 6 月から 2016 年 11 月の約 2 年間
で、富山大学人間発達科学部附属小学校の 5 年生 35 名、
6 年生 38 名の児童を対象としたものである。外国語活
動教材 “Hi, friends ！”を生かした以下の三つの事例を
通して、児童の振り返りカードのコメント、実際の会話
の内容や活動の様子から、発話への意欲の高まりを検証
する。
事例（1）　ようこそ富山へ ―What's good in Toyama?―
（Ｈ 27・6 月～ 7 月実施）
事例（2）　卒業旅行に行くなら
―Where do you want to go?―（Ｈ 27・12 月実施）
事例（3）　東京オリンピックに行くなら　
―What do you want to see at Tokyo Olympics?―
（Ｈ 28・11 月～ 12 月実施）
3.2 振り返りカードの分析
（1）コメントの分類・整理
単元を通して１枚の書式にまとめた振り返りカードを
用意し、授業の終末の５分程度の時間に、児童が授業の
感想を記述式で書けるようにした。毎時間の授業後のコ
メントの内容や言葉そのものを分類・整理し、単元を通
しての児童の意識や学びの変容、活動での達成感や気付
き、発話への意欲を検証した。
（2）コメント共起ネットワークによる分析
共起ネットワークとは、出現パターンの似通った語、
つまり共起の程度が強い語が線で結ばれたネットワーク
のことである。
本研究では、ソフトウェア KH Coder （樋口、2014）
を用い、児童の振り返りカードのコメントの中から共起
ネットワークで可視化した結果を分析する。
Ⅳ．授業の実際
4.1 事例①　Ｈ 27・６月の実践　
ようこそ富山へ　
―What's	good	in	Toyama?―
（1）タイムリーな題材の提示
「３ヶ月前に北陸新幹線が開通したばかり」「東京と富
山の行き来が約２時間でできる」「今までよりも富山へ
の観光客が増えるかもしれない」というタイムリーな時
期を捉え、富山の名所や名産品を自己決定しながら発話
するという授業を仕組んだ。本校では、富山駅を通学時
に利用する児童が多く、富山駅は児童にとって身近な場
所でもある。富山駅に外国人の観光客が訪れたときには、
それは児童にとって英語を話す絶好の機会となると考え
たのである。
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図バックワードデザインによる単元構成 

図の単元構成のとおり、富山の名所や名産品を
伝え尋ねたり答えたりする言い方を知り第１時、
それらの言い方に慣れ親しみ第２時、友達と伝え
合い第３時、富山大学の留学生に伝える第４時
という一連の流れを、ゴールを明確にしたバックワ
ードデザインで仕組んだ。富山大学の留学生との交
流をゴールにすることで、児童が「留学生に富山の
名所や名産品を伝えよう」「伝える内容を自己決定
しよう」という発話への意欲を高めていくと考えた
のである。また、伝える対象（友達や留学生）だけ
でなく、伝える内容（富山の名所や名産品）を明確
にすることで、思わず伝えたくなる必要感が高まる
のではないかと期待した。
導入では、富山の名所や名産品をクイズ形式にし
て画像で提示し、ゴールの第４時のコミュニケーシ
ョンの場面で留学生に伝える内容を児童自身が想起
しやすいようにした。図のように、画像をぼかし
 
図 1: バックワードデザインによる単元構成
図 1 の単元構成のとおり、富山の名所や名産品を尋ね
たり答えたりする言い方を知り（第１時）、それらの言
い方に慣れ親しみ（第２時）、友達と伝え合い（第３時）、
富山大学の留学生に伝える（第４時）という一連の流れ
を、ゴールを明確にしたバックワードデザインで仕組ん
だ。富山大学の留学生との交流をゴールにすることで、
児童が「留学生に富山の名所や名産品を伝えよう」「伝
える内容を自己決定しよ という発話への意欲を高め
ていくと考えたのである。また、伝える対象（友達や留
学生）だけでなく、伝える内容（富山の名所や名産品）
を明確にすることで、思わず伝えたくなる必要感が高ま
るのではないかと期待した。
導入では、富山の名所や名産品をクイズ形式にして画
像で提示し、ゴールの第４時のコミュニケーションの場
面で留学生に伝える内容を児童自身が想起しやすいよう
にした。図 2 のように、画像をぼかしてアップで提示し
ながら“What's this?”と教師が子供に尋ねることによ
り、写真 1 のように子供たちはクイズに夢中になりなが
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ら、富山の魅力ある名所や名産品を再確認することがで
きた。

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てアップで提示しながら“What’s this?”と子供に尋
ねることにより、写真のように子供たちはクイズ
に夢中になりながら、富山の魅力ある名所や名産品
を再確認することができた。
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図クイズで提示した画像の例
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写真: 名所・名産品クイズを楽しむ様子第 時

名所・名産品クイズの後、下記の基本の英語表現
を提示したことで、自分の伝えたい名所や名産品を
イメージしながら、案内役と観光客役に分かれて基
本の英語表現に慣れ親しむことができた。






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（）自己決定の場の工夫
９択の画像の中から自分の伝えたい名所や名産品
を自己決定できる画像カードを配布し、やりとりを
楽しめるようにした。
第３時で友達と紹介し合う段階になると、図の
画像カードの内容だけで満足せず、写真のように
自分が伝えたい名産品を家から持参してコミュニケ
ーションを楽しむ姿も見られた。








写真富山の名産品をＡＬＴに紹介する様子 
第 時

また、下記のように、自分の思いに合う英語表現
かどうかを見直そうとする児童の姿も見られた。 






図にあるように、この児童は “It’s  nice.”や
I like 富山の薬 very much.”の英語表現を使わず、
ALＴから学んだ “It’s  famous.”という新しい英
語表現を使って、他の相手とのやりとりを楽しむこ
とができた。 
また、この児童の振り返りカードのコメントを見
ると、「“有名”などのたくさんの英語が分かったし、
使えました」とあった。こうした姿は、自分の思い
に合う英語表現を見直し、よりよい英語表現を自己
決定してコミュニケーションを楽しもうとした姿と
捉える。
【見直す前の英語表現】 
 
 
 
 
 
 
【見直した後の英語表現】 
 
 
 
 
図英語表現を見直した発話の内容 
案内役: Welcome to Toyama.  
観光客: What’s good in Toyama?  
案内役: It’s 立山. 
It’s beautiful. 
I like 立山 very much.  
観光客: I see. Good ＆nice.  
   
※囲みは自己決定する内容や英語表現 
児童:私は留学生に富山の薬を紹介したいけれ
ど、“,OLNH富山の薬”は変だと思う。
薬を好きなわけではないし・・・。でき
れば、“有名だ”と伝えたいけれど・・・。 
質問文: What’s good in Toyama?  
児童: It’s 富山の薬. 
It’s  nice.   
I like 富山の薬 very much.  
 
質問文 What’s good in Toyama?  
児童: It’s 富山の薬. 
It’s  famous.  
図 2: クイズで提示した画像の例
写真 1: 名所・名産品クイズを楽しむ様子（第 1時）
名所・名産品クイズの後、下記の基本の英語表現を提
示したことで、自分の伝えたい名所や名産品をイメージ
しながら、案内役と観光客役に分かれて基本の英語表現
に慣れ親しむことができた。
案内役 : Welcome to Toyama. 
観光客 : What's good in Toyama? 
案内役 : It's　立山 .
It's beautiful.
I like 立山 very much. 
観光客 : I see.Good ＆ nice. 
※囲みは自己決定する内容や英語表現
（2）自己決定の場の工夫
９択の画像の中から自分の伝えたい名所や名産品を自
己決定できる画像カードを配布し、やりとりを楽しめる
ようにした。
第３時で友達と紹介し合う段階になると、９択の画像
カード 内容だけで満足せず、写真 2 のように自分が伝
えたい名産品を家から持参してコミュニケーションを楽
しむ姿も見られた。
写真 2: 富山の名産品をＡＬＴに紹介する様子
（第 3時）
また、下記のように、自分の思いに合う英語表現かど
うかを見直そうとする児童の姿も見られた。
児童 : 私は留学生に富山の薬を紹介したいけれど、
“I like 富山の薬 .”は変だと思う。薬を好
きなわけではないし・・・。できれば、“有
名だ”と伝えたいけれど・・・。
　図 3 にあるように、この児童は“It's  nice.”や I like
富山の薬 very much.”の英語表現を使わず、ALＴから
学んだ“It's  famous.”という新しい英語表現を使って、
他の相手とのやりとりを楽しむことができた。この児童
の振り返りカードのコメントを見ると、「“有名”などの
たくさんの英語が分かったし、使えました」とあった。
こうした姿は、自分の思いに合う英語表現を見直し、よ
りよい英語表現を自己決定してコミュニケーショ を楽
しもう した姿と捉える。
【見直す前の英語表現】
質問文 : What's good in Toyama? 
　児童 : It's　富山の薬 .
　　　   It's  nice.
　　　   I like 富山の薬 very much. 
【見直した後の英語表現】
質問文 : What's good in Toyama? 
　児童 : It's　富山の薬 .
　　　   It's  famous. 
図 3: 英語表現を見直す前後の発語の内容
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こうして、第４時のゴールの場面では、自分が紹介し
たい富山の名所や名産品を、自分の思いに合う英語表現
を使って生き生きと留学生にアピールする姿が見られた
（写真 3）。
写真 3: 富山のよさを留学生に紹介する児童
（第 4時）
（3）コメントの分析
下記の第 4 時の振り返りカードのコメントを見ると、
英語でアピールできた満足感が表れている。また、英語
表現への気付きを深め、発話への意欲を高めている様子
が伺える。　
　留学生５人に、「富山の薬」を伝えることができま
した。「美しい」以外にも「有名」などのたくさんの
英語が分かったし、使えました。
　富山のよさを紹介できてうれしかったです。
（第４時）
こうして、最終場面では自分の選んだ名所や名産品
（伝えたい内容）、選んだ理由（使う英語表現）を自己決
定しながら、留学生に積極的に富山の魅力をアピールす
ることができた。また、写真 4 のように、留学生が自国
の文化を紹介する場面もあり、双方にとって有意義な国
際理解の場となった。富山をアピールするというタイム
リーな題材をもとに、紹介したい名所や名産品を自己決
定するやりとりの場が、発話への高まりにつながるので
ある。
写真 4: 自国の文化を紹介する留学生（第 4時）
4.2 事例②　Ｈ 27・12 月の実践
卒業旅行へ行くなら
―Where	do	you	want	to	go?―
（1）タイムリーな題材の提示
卒業式を３ヶ月後に控えた６年生の児童に「卒業旅行
に行くとしたら、どこに行きたい？」と投げかけ、３月
に卒業旅行に行く場面を設定して、旅行先を自己決定し
ながらコミュニケーションを楽しむ単元を仕組んだ。
図 4 のように、まず行き先や行きたい理由を伝える言
い方を知り（第 1 時）、二択から行き先や行きたい理由
を自己決定しながら発話する（第 2,3,4 時）という三つ
の場面を単元の中に連続して位置づけることにした。

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
写真富山のよさを留学生に紹介する児童
第 時

こうして、第４時のゴールの場面では、自分が紹
介したい富山の名所や名産品を、自分の思いに合う
英語表現を使って生き生きと留学生にアピールする
姿が見られた写真。

（）コメントの分析
下記の第 時 振り返りカードのコメントを見
ると、英語でアピールできた満足感が表れている。
また、英語表現への気付きを深め、発話への意欲を
高めている様子が伺える。 






こうして、最終場面では自分の選んだ名所や名産
品伝えたい内容、選んだ理由使う英語表現を自
己決定しながら、留学生に積極的に富山の魅力をア
ピールすることができた。また、写真のように、
留学生が自国の文化を紹介する場面もあり 双方に
とって有意義な国際理解の場となった。富山をアピ
ールするというタイムリーな題材をもとに、紹介し
たい名所や名産品を自己決定するやりとりの場が、
発話への高ま につながるのである。






写真自国の文化を紹介する留学生第時
事例➁ Ｈ・月の実践
卒業旅行へ行くなら
―Where do you want to go?― 

（）タイムリーな題材の提示
卒業式を３ヶ月後に控えた６年生の児童に「卒業
旅行に行くとしたら、どこに行きたい？」と投げか
け、３月に卒業旅行に行く場面を設定して、旅行先
を自己決定しながらコミュニケーション 楽しむ単
元を仕組んだ。
図 行きたい理由を伝え
る言い方を知り第時、二択から行き先や行きた
い理由を自己決定しながら発話する第時と
いう三つの場面を単元の中に連続して位置づけるこ
とにした。








 
 
 


図バックワードデザインによる単元構成 

（）自己決定の場の工夫
下記のように、既習の表現“I like ○○.”等を生か
した基本の表現を使って「行き先」と「行きたい理
由」を伝えることで、伝えたい内容と英語表現を自
己決定しながら発話をすることにした。








留学生５人に、「富山の薬」を伝えることが
できました。「美しい」以外にも「有名」など
のたくさんの英語が分かったし、使えまし 。
富山のよさを紹介できてうれしかったです。
（第４時）
A: Where do you want to go? 東京 or 大阪? 
B: I want to go to 東京. 
A: 東京? Why? 
B: I want to go toディズニーランド.It’s nice. 
I want to see ミッキーマウス.㻌 It’s cute. 
I want to eat東京バナナ.It’s delicious.  
I like 東京バナナ very much.  
B: I see. Good ＆nice.  
 
※囲みは自己決定する内容や英語表現 
 
 
 
図 4: バックワードデザインによる単元構成
2 場の工夫
下記のように I like ○○ .”等を生か
した基本の 行きたい理由」
を伝えることで、伝えたい内容と英語表現を自己決定し
ながら発話をすることにした。
A:Where do you want to go?  or 大阪 ?
B: I wan  to go to 東 .
A: 東京 ? Why?
B: I want to go to ディズニーランド .　It's nice.
I want to see ミッキーマウス .　It's cute.
I want to eat 東京バナナ .　It's delicious. 
I like 東京バナナ very much. 
B:I see. Good ＆ nice. 
※囲みは自己決定する内容や英語表現
また、訪れたい名所や食べてみたい名産品を９択から
選択できる画像カードを用意した。初めはカードを見て
発話していた子供たちだったが、次第に自分の思いを体
全体で表現しながら発話をする姿に変容していった。自
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己決定をして思いを伝えることができた結果、自己表現
に自信をもち、発話への意欲を高めている姿と捉える。
（写真 5）
写真 5: 画像カードを見ずに自己表現を楽しみ始める
子供（第 3時→第 4時）
（3）コメントの分析
下記のコメントを見ると、「行きたい場所や理由をう
まく英語で言えました」「もっと会話がしてみたい」「話
してみたい」などと、単元終了時に課外での発話への期
待感を高めている様子が伺える。卒業旅行というタイム
リーな題材をもとに行き先（伝える内容）や行きたい理
由（使う英語表現）を自己決定することが、発話への高
まりにつながっていると捉える。
行きたい場所や行きたい理由をうまく英語で言えま
した。もっと長い会話がしてみたいです。
アメリカやオースラリアの観光名所の中で自分が行
きたい場所を英語で言えました。
次は外国の人と話してみたいです。（第４時）
4.3 事例③　Ｈ 28・11 月の実践
東京オリンピックに行くなら
―What	do	you	want	to	see	at	Tokyo	Olympics?―
（1）タイムリーな題材の提示
2015 年夏のリオ・オリンピック直後、いよいよ５年
後に東京でオリンピックが開催することが決まったタイ
ムリーな時期に、観戦したい競技や選手を自己決定しな
がら伝え合う授業を仕組んだ。
図 5 の単元構成のように、観戦したい競技や選手を伝
える言い方を知り（第 1 時）、それらの言い方に慣れ親
しみ（第 2 時）、友達と伝え合い（第 3 時）、最終場面で
は中学生とやりとりをする（第 4 時）という流れを、ゴー
ルを明確にしたバックワードデザインで仕組んだ。小学
校時代にお世話になったお兄さんとお姉さんと英語でや
りとりをするという、児童にとってやりがいのあるゴー
ルである。


また、訪れたい名所や食べてみたい名産品を９択
から選択できる画像カードを用意した。初めはカー
ドを見て発話して た子供たちだったが、次第に自
分の思いを体全体で表現しながら発話をす に変
容していった。自己決定をして思いを伝えることが
できた結果、自己表現に自信をもち、発話への意欲
を高めている姿と捉える。（写真）









写真画像カードを見ずに自己表現を楽しみ
始める子供第時→第時

（）コメントの分析
下記のコメントを見ると、「行きたい場所や理由
をうまく英語で言えました」「もっと会話がしてみ
たい」「話してみたい」などと、単元終了時に課外
での発話への期待感を高めている様子が伺える。卒
業旅行というタイムリーな題材をもとに行き先伝
える内容や行きたい理由使う英語表現を自己決
定することが、発話への高まりにつながっていると
捉える。





事例③ Ｈ・月の実践
東京オリンピックに行くなら
―What do you want to see at Tokyo Olympics?― 

タイムリーな題材の提示
年夏のリオ・オリンピック直後、いよいよ
５年後に東京でオリンピックが開催することが決ま
ったタイムリーな時期に、観戦したい競技や選手を
自己決定しながら伝え合う授業を仕組んだ。
図の単元構成のように、観戦したい競技や選手
を伝える言い方を知り第時、それらの言い方に
慣れ親しみ第時、友達と伝え合い第 時、最
終場面では中学生とやりとりをする第時という
流れを、ゴールを明確にしたバックワードデザイン
で仕組んだ。小学校時代にお世話になったお兄さん
とお姉さんと英語でやりとりをするという、児童に
とってやりがいのあるゴールである。







       
図バックワードデザインによる単元構成

自己決定の場の工夫
下記のように、既習の表現“I like ○○.”等を生か
した基本の表現を使って観戦したい「競技」と「選
手」を伝え合うことにした。








行きたい場所や行きたい理由をうまく英語で言
えました。もっと長い会話がしてみたいです。
アメリカやオースラリアの観光名所の中で
自分が行きたい場所を英語で言えました。
次は外国の人と話してみたいです。（第４時）

A:What do you want to㻌 see at Tokyo 
Olympics?  
B:I want to see tennis. 
A:Tennis? Why? 
B:It’s amazing. 
I want to see 錦織. 
I like 錦織㻌 very much. 
A:I see. Good ＆nice.  
 
※囲みは自己決定する内容や英語表現 
 
 
 
 
 
 
図 5: バックワードデザインによる単元構成
（2）自己決定の場の工夫
下記のように、既習の表現“I like ○○ .”等を生か
した基本の表現を使って観戦したい「競技」と「選手」
を伝え合うことにした。
A:What do y u want to see at Tokyo Ol mpics? 
B:I want to see tennis.
A:Tennis? Why?
B:It's amazing.
    I want to see 錦織 .
    I like 錦織 very much.
A:I see. Good ＆ nice. 
※囲みは自己決定する内容や英語表現
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また、観戦したい競技や選手を一覧にした画像カード
を配布し、見たい理由（伝えたい内容）をそれぞれ 16
択から自己決定できるようにした。写真 6 のように、3
時の会話では、基本の英語表現を使って観戦したい選手
や競技を伝え合うことができた。
写真 6:	自己決定をしながら会話を楽しむ児童
（第 3時）
基本の表現を使ったやりとりに慣れ親しむにつれて、
下記のように英語表現を見直そうとする児童の発言が見
られた。この児童は、ペアの相手が使った英語表現につ
いて、相手により伝わる表現を自己決定して提案したの
である。
児童 :“It's cool.”って、錦織とテニスのどっちがクー
ルなのか分かりにくいと思う。ぼくだったら“錦
織クール”と言いたい。
（第３時）
この児童のコメントから、「“It's cool.”よりも“錦織クー
ル”の英語表現を使う方が、選手と競技のどちらが“cool.”
（かっこいい）なのか相手に伝わりやすいのではないか」
という発話へのアイディアが伝わってくる。また、“It's 
cool.”の主語をはっきりさせて、もっと相手に伝わりや
すい英語表現を使いたいという願いが伝わってくる。こ
うした児童の姿は、英語表現を積極的に自己決定しなが
ら発話を楽しもうとする姿であると捉える。
写真 7:	中学生とのやりとりを楽しむ児童（第 4時）
こうして、写真 7 のように、第４時の最終場面では少
し緊張しながらも、自己決定をしながら憧れの中学生と
生き生きと発話する姿が見られた。
（3）コメントの分析
下記のコメントを見ると、会話で使う英語表現を知り、
自分の言いたい内容を自己決定し、次時のコミュニケー
ションへの期待感を高めている思いが伝わってくる。
　東京オリンピックの種目の英語の言い方が分かりま
した。
　私だったら、「高松ペアを見たい」と言いたいです。
　もっとすらすらと英語を話せるようになりたいです。
　　　　　　　　　　（第 2 時）
また、下記のコメントを見ると、意外な競技や選手を
選択した友達への驚きや中学生との会話を心待ちにして
いる意欲が伝わってくる。他者への気付きや新たな発見
が、次のコミュニケーションへの期待感につながってい
ると捉える。
　友達の見たい競技や選手が意外でびっくりしまし
た。次は、中学生との会話がとても楽しみです。
　　　　　　　　　　（第 3 時）
さらに、次の振り返りカードのコメントからは、「中
学生と会話ができてよかった」という英語でアピールで
きた満足感が伝わってくる。
これまでの授業で習ったことを中学生との会話につ
なげることができたので、うれしかったです。
中学生の発音がよくてびっくりしました。中学生と
会話ができてよかったです。
（第 4 時）
このように、観戦したい競技や選手（伝えたい内容）
といったタイムリーな題材を選択し、使いたい英語表現
を自己決定する場の設定をしたことで、友達や中学生と
英語で会話ができたという達成感や満足感を味わうこと
ができた。また、友達の意外な一面の発見（他者への気
付き）や、新しい英語表現を知る発見（言葉への気付き）
への喜びもコメントに表れていることから、自己決定の
場の工夫により児童の発話への意欲が高まったと捉える。
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Ⅴ．共起ネットワークによる分析
5.1 計量テキスト分析
三つのそれぞれの実践において、振り返りカードの中
にある児童のコメントの言葉を分類し、出現頻度が二回
以上の単語を利用して、共起ネットワークの図を示した。
（図 6）ネットワーク図をまとめるときには、集計単位
は「文」とし、描画する共起関係の数は、ごく一部の強
い共起関係だけを描画した。
なお、解釈はグループ内の単語だけをつなげて行うの
でなく、その単語がどのような文脈の中で登場している
かを KH Coder の検索機能を利用し、元のテキストデー
タを参照しながら行った。
5.2 計量テキスト分析による児童の意識
図 6 から読み取れることは、主に四点である。
（A）【英語で名所を伝える喜び】
「英語」「場所」「行く」「自分」という単語のつながり
から、「英語で名所を伝える喜び」と名付けた。「富山に
ついて英語でアピールできた」「自分の行きたい場所や
食べたい物を英語で言えた」というコメントから、伝え
たい内容（場所や名所、食べ物等）について英語でアピー
ルできた喜びがコメントに多く書かれていると捉えるこ
とができる。
（B）【理由を伝える楽しさ】
「北海道」「沖縄」「理由」という単語のつながりから、
「理由を伝える楽しさ」と名付けた。「北海道と沖縄で、
行きたい理由が様々でおもしろかった」などのコメント
から、題材への興味・関心を高めながら、選んだ理由を
伝え合おうとする姿が伝わる。
（C）【留学生に富山をアピールする意欲】
「中学生」「会話」「たくさん」の単語がつながってい
ることから、「留学生に富山をアピールする意欲」と名付
けた。児童の実際のコメントの内容を見てみると、「留学
生に富山のよさをアピールしたい」「中学生ともたくさん
話がしたい」など、進んで対象に関わろうとする積極性
や次のコミュニケーションへの意欲が伝わるコメントが
多かった。
（D）【会話の広がり】
「いろいろ」「反応」「使う」という単語のつながりか
ら「会話の広がり」と名付けた。児童の実際のコメント
を見てみると「いろいろな反応の言葉を使えた」「英語
の幅が広がった」など、児童が英語で様々な人と関わる
喜びを味わう様子が伝わる。また「中学生と会話がした
くなった」と、コミュニケーションの輪を広げようとす
る様子も伺える。
図 6: 計量テキスト分析によるネットワーク図
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Ⅵ．コメントの文面からの分析
6.1 児童の四つの意識
事例①～③の３つの実践において、単元全体を通して
の振り返りカードのコメントから児童の思いや気付きを
読み取って整理した。表 1.2.3 のように児童のコメント
を右の四つの観点に分類することができた。
【四つの観点】
ア　英語でアピールできた満足感
イ　次のコミュニケーションへの意欲
ウ　他者への気付き（他者理解）
エ　英語表現への気付き（言語理解）

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
 図計量テキスト分析によるネットワーク図 
  表1:児童の意識を４つの観点に分類した表（事例① ようこそ富山へ） 
 
（ᵡ）【留学生に富山を伝える意欲】 
（ᵟ）【英語で名所を伝える喜び】 
（ᵠ）【理由を伝える楽しさ】 
（ᵢ）【会話の広がり】 



   表3:児童の意識を４つの観点に分類した表（事例③ 東京オリンピックに行くなら） 
卒業旅行に行くなら） 
 
 
  表2:児童の意識を４つの観点に分類した表（事例② 卒業旅行に行くなら） 
 
 
表 1: 児童の意識を４つの観点に分類した表（事例①　ようこそ富山へ）
表 2: 児童の意識を４つの観点に分類した表（事例②　卒業旅行に行くなら）
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6.2 ネットワーク図とコメントの観点との関連
図 6 のネットワーク図から分析した（A）～（D）の
四つの観点は、前頁のア～エの四つの観点とつながって
いる（図 7 参照）。つまり、児童のコメントの分類とネッ
トワーク図の結果から、対象（話す相手や英語表現）へ
の気付きや英語でアピールできた満足感が、次の発話へ
の意欲につながっていることが分かる。
（C）
【留学生に富山をアピールする意欲】
（A）
【英語で名所を伝える喜び】
（B）
【理由を伝える楽しさ】
（D）
【会話の広がり】
ア
英語でアピールできた満足感
イ
次のコミュニケーションへの意欲
ウ
他者への気付き（他者理解）
エ
英語表現への気付き（言語理解）
図 7: コメントとネットワーク図の観点の相関性
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Ⅶ．考察	
「タイムリーな題材の選択」と「自己決定の場の工夫」
という手立てを講じた３つの実践事例をもとに、手立て
による児童の変容を次のように分析した。
①　自己決定により、次の発話への意欲となるコメント
や活動の様子が見られる。
②　「伝える内容」と「使う英語表現」の自己決定が発
話への意欲につながる。
③　自己決定による「他者への気付き」「英語表現への
気付き」「英語でアピールできた満足感」が、次の
コミュニケーションへの意欲につながる。
④　「英語表現や素材への興味・関心」「知る楽しさ」「相
手意識」が発話への意欲を高めたり、コミュニケー
ションの輪を広げたりする。
以上の分析の結果、「タイムリーな題材の選択」と「自
己決定の場の工夫」が、発話への意欲の高まりにつなが
るのである。
Ⅷ．今後の課題
本実践は「内容を伝える側」、つまり答える側の自己
決定を中心とした授業実践による検証である。しかし、
尋ねる側が相手に対して「何の好みを尋ねようかな？○
○○さんから、スポーツの好みを聞いてみたいな」と質
問の内容を自己決定する場面も考えられる。
話し手と聞き手の双方の自己決定が発話への意欲を高
めることについて、今後研究を重ねていきたい。
Ⅸ．おわりに
本実践では、「タイムリーな題材の選択」と「自己決定
の場の工夫」が児童の発話への意欲を高める有効な手立
てであることを検証した。なぜそうした手立てが発話へ
の意欲を高めるのかという要因について分析・整理した
ことで、手立ての有効性をより明確にできたように思う。
次年度から、新学習指導要領への移行期に入る。外国
語活動については、文部科学省の年間計画例案を参考に
し、今後も児童の発話への意欲が高まる題材を考えたり、
思わず英語で伝えたくなる自己決定の場を設定したりし
ながら、授業を工夫・改善していきたいと思う。そして、
小学校では、英語で意思疎通する面白さ、相手を新たに知
る喜び、いろいろな人と関わる楽しさを味わう経験を多く
重ね、中学校での英語の学習につなげてほしいと願う。
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